
（別紙３）

～ 令和7年2月28日

（対象者数） 30名 （回答者数） 28名

～ 令和7年2月28日

（対象者数） 9名 （回答者数） 9名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 専門スタッフを充実させる。

2 児童が主体的に考える活動の導入。

3
活動毎に楽しみながら達成感を味わっていけるよう
工夫する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 専門スタッフの採用を検討する。

2 施設内での親子ふれあいイベントを企画する。

3 地域交流を増やす。

○事業所名 放課後等デイサービス すまいる・ピア

○保護者評価実施期間 令和7年2月12日

○保護者評価有効回答数

令和7年2月12日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3月10日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

外部交流の機会が少ない。 日程調整が難しい。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

重度の児童の受け入れを行っていない。

・専門支援員がいない。
・環境が整っていない。
（トイレの入り口・個室がせまい、3階に施設がある）

内部交流の機会がない。 親御さんの日程調整が難しい。

カリキュラムが充実している。
・全ての行動に対して、段階を踏んで支援している。
・児童それぞれのカリキュラムを組んでいる。

運動を通して、社会性にアプローチしている
楽しい活動を通し、ルールを学んでいる。
（運動を活用する。）

活動の反復の中に新しい内容が含まれており、
スモールステップを感じられる療育になっている。

スモールステップ支援でできることが増え、自信につながって
いる。

事業所における自己評価総括表公表


